
2026 年 3 月 27 日公示

会員各位

超音波検査の「パニック所見：緊急に対応すべき異常所見」：各論一部訂正について
（お詫びと訂正）

2023 年 11 月 17 日公示の超音波検査の「パニック所見：緊急に対応すべき異常所見」：各論につきまして、以下
の通り文献を一部訂正させていただき、ここにお詫び申し上げます。

P14
■下肢静脈
（誤）
近位型血栓（中枢型血栓）

（正）
近位型血栓(proximal type)

浮遊型血栓深の説明
（誤）
血栓の中枢側を

（正）
血栓の近位側を

P18
■胆道
発熱を伴う肝外胆管拡張
動画：腹 24 の説明
（誤）
肝外胆管の計測は，前壁高エコーの立ち上がりから後壁高エコーの立ち上がりまでを計測し，小数点以下四捨五
入して 8 mm 以上（胆囊切除後は 11 mm 以上）を拡張 2）とする．

（正）
肝外胆管の計測は，前壁高エコーの立ち上がりから後壁高エコーの立ち上がりまでを計測し，小数点以下四捨五
入して 8 mm 以上（胆囊切除後は 11 mm 以上）を拡張 1）とする．

肝内胆管拡張
動画：腹 25 の説明



（誤）
肝内胆管は，左葉は門脈臍部右縁（U point）より上流，右葉は門脈前区域枝分岐点の左縁（P point）より上流
を計測し 3），小数点以下を四捨五入して 4 mm 以上（胆囊切除後は 6 mm 以上）を拡張とする 2）．

（正）
肝内胆管は，左葉は門脈臍部右縁（U point）より上流，右葉は門脈前区域枝分岐点の左縁（P point）より上流
を計測し 2），小数点以下を四捨五入して 4 mm 以上（胆囊切除後は 6 mm 以上）を拡張とする 1）．

P19
液体貯留を伴う胆囊腫大
動画：腹 28 の説明
（誤）
胆囊腫大は最大短径 36 mm 以上 2）を目安とする．

（正）
胆囊腫大は最大短径 36 mm 以上 1）を目安とする．

P21
（誤）
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